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現在同名をもって一部で栽培されているものがあり、私 

も分与を受けて試作中だが花が咲かず何とも確認できな 

いでいる。戦前親しく自生地を観察された方の話ではシ 

ャクジイタヌキモはきわめてよく開花したと云うことで 

あるが、現存のものは今の処開花例を聞かない。但しそ 

の分岐力はきわめて目立つものがあり、知人は熱帯魚用 

のガラス水槽を用い、ワラの浸出液を定期的に注いで窓 

際で栽培した処、最初 1本であったものが無数に分岐し、 

その年の末には数百個の冬芽を形成したと云う。千葉大 

学の園芸学部にシャクジイタヌキモの名で残っていたも 

のが、東京山草会員により増殖されたものであると聞い 

ている。 シャクジイタヌキモに就いて詳しく御存知の方 

はぜひとも御教示頂ければ幸いです。 1 9 8 2 -5  - 3

岐阜県のフサタヌキモ自生地に就いて 

佐 藤 安 司

日本に特産し、閉鎖花をつけるタヌキモとして有名な 

フサタヌキモ（Utr. dimorphantha ) は過去岐阜県下 

からの自生は報告されていないが、昭和 44年に名古屋 

食虫植物懇話会のメンバーによる調査で岐阜県北部の安 

食 （あじき）に自生地が確認されているので報告してお 

きたい。 自生地は本巣町及び高富町のほぼ中間に位置し 

山際に沿った水田かんがい用の用水路の湧水中に多量に 

生育していた。用水路は1m程の幅があり深さは50 «  

程のものであるが、両側が草木におおわれて日当りはき 

わめて悪く、また湧水により水温はごく低く保たれてい 

た。その為か水路中に繁茂するフサタヌキモに捕虫囊は 

殆んど見られず、隣接する水田へ流出、生育している個 

体にわずかの捕虫囊と閉鎖花を確認したに過ぎない。

フサタヌキモ（岐阜市安食， 1969年 ）

用水路と云っても水の流れは殆んどなく、貯水的な働き 

の方が大きかったように記憶するが、昭和 48〜 9 年の 

間に近くに工場が出来、その為か水路の改修と清掃が行 

なわれて完全に消失してしまったのは何とも残念である。 

その後県下からの自生は報告されていないし、全国的に 

見ても自生地はごく限られておりタヌキモの仲間では最 

も貴重なものかと思う。栽培にあたってはムジナモと混 

生させて良好な発育を見ている。清水中に繁茂していた 

からと流水や有機質の少ない水中におくのは禁物でやは 

り普通のタヌキモと同様、水鉢に多量の土を入れ、ワラ 

の浸出液でp H を弱酸性に保って栽培するのが好結果を 

生むようである。 1982. 5.5
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